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① 非保全金融負債残高  

② 支援額（カット額）  

③ カット後収益弁済必要額

④ ③のうち定額弁済保全額
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 10％

支援額合計（カット額合計）＝2,000 
プロラタ比合計＝100％
定額弁済控除後の非保全債権のカット率

は一律 50％

単位：百万円
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定額弁済保全

控除後

非保全金融負債

に対し、

プロラタ弁済

定額弁済保全

＊各銀行の当初債権額には、デリバティブ取引に係る未払金及び解約損害金全額が含まれている（一切免除がなされていない。） 。

＊民事再生等の法的整理における一般的に採用されている実質的衡平確保の手段として、各銀行に対して一律１億５０００万円の定額弁済を

行なっている。

＊定額弁済後の各銀行の非保全債権残高に応じて、プロラタによる債権放棄を行うこととしている。

＊当該弁済案を含む事業再生計画案について、事業再生ＡＤＲにおける手続実施者から、「公正かつ妥当で経済的合理性を有する」との意見

を内容とする調査報告書が提出されることを前提としている。

【参考】 論点２に関するイメージ図
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